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１ 総括（一年を振り返って） 

２０２５年度は、役員の改選期であり、理事は１０名のうち７名が再任、３名が新
任となり、監事は全員が再任された。また、理事長、業務執行理事も再任が決定した。
評議員は１１名のうち１０名が再任、１名が新任となった。 

 
今年度は法人創設８０年目に当たり、記念事業として、役職員参加の中で法人８

０年史を編纂するとともに、母子事業ではあきる野市の「きずな」を会場に、また、
介護事業では府中地区は「緑苑」、神田地区は「岩本町ほほえみプラザ」において事
例を中心とした実践報告会を開催し、各施設の活動の紹介・発信に努めた。   

 
財務管理面では、引き続き常勤職員の確保が難しく、人件費が非常勤職員給与を

中心に膨張する中で、事業費においては物価高騰の影響により水道光熱費や業務委
託費等が増加し、厳しい財務状況が続いた。 

 
施設管理面では、建物老朽化に伴う施設の再整備に向けた検討に着手した。次年

度から具体的な準備作業を進めるため、府中地区及び神田地区において、それぞれ
関連施設長等による施設再整備計画作業会議を設置した。また、白鳥寮においては受
変電設備更新工事を実施した。 
 

内部管理面では、危機管理室会議において、各事業で発生する事故、苦情等の分析

及び検証を行うとともに、法人運営上の諸課題に関わる重要リスクについての対策を

進めた。各事業においては、日常的に発生する事故への認識を深め、再発防止に向け

た意識の定着に努めた。 

内部監査委員会においては、会計及びコンプライアンスに係る個別事業間の相互
監査の実施と並行して、監査項目の取扱いについての検討を進めた。 

 

事業全般にわたって、ようやく安定した運営を取り戻してきたが、求人難に伴い各

施設とも運営体制の維持に苦慮する一年であった。加算取得に努める一方、個々の事

業では稼働率に課題を抱える事業もあり、全体の財務状況は引き続き安心できる状況

にはならなかった。 
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２ 内部管理の状況 
 

(１）評議員選任・解任委員会【評議員選任・解任委員会委員 3名】 

日程 出席 内容 

5月 15日（木） 

 

 

評議員選

任・解任

委員会委

員 3名 

・評議員選任・解任委員会委員の委嘱 

・次期評議員の選任について 

 
 (２）理事会【理事 10名・監事 2名】 

日程 出席 決議事項 

4月 24日（木） 

かんだ連雀 

 

理事 10名 

監事 2名 

 

 

第 1号議案 評議員選任・解任委員会委員の選任の件 

第 2号議案 評議員選任・解任委員会に推薦する評議員候

補者の決定の件 

第 3号議案 評議員選任・解任委員会招集の決定の件 

 

 

6月 4日（木） 

泉苑 4 階ホール 

理事 9名 

監事 2名 

 

 

欠 松崎理事 

第 1号議案 2024年度事業報告承認の件 

第 2号議案 2024年度決算報告承認の件 

第 3号議案 2024年度監事監査報告の件 

第 4号議案 社会福祉充実残額の算定結果の件 

第 5号議案 会計監査人選定提案の件 

第 6号議案 次期役員候補者の件 

第 7号議案 定時評議員会の招集事項の件 

第 8号議案 緑苑西館空調更新工事の件 

 

 

6月 19日（木） 

泉苑 4 階ホール 

 

理事 10名 

監事 2名 

 

第 1号議案 理事長の選定の件 

第 2号議案 業務執行理事の選定の件 

第 3号議案 副理事長の指名の承認の件 

第 4号議案 業務執行理事の担当業務の指名の承認の件 

第 5号議案 緑苑西館空調更新工事業者の決定の件 

 

 

9月 18日（木） 

あさひ苑会議室 

理事 10名 

監事 2名 

 

第 1号議案 定款施行細則改正の件 

第 2号議案 組織規程改正の件 

第 3号議案 人事制度細則改正の件 

第 4号議案 給与規程細則改正の件 

第 5号議案 育児・介護休業規程改正の件 

第 6号議案 介護福祉士等修学金貸付制度（東京都社会福

祉協議会）の件 

第 7号議案 白鳥寮受変電設備更新工事の件 
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10月 27日（月） 

決議の省略 

理事 10名 

監事 2名 

第 1号議案 

白鳥寮受変電設備更新工事の件 

1月 22日（木） 

かんだ連雀会議室 

理事 10名 

監事 2名 

第 1号議案 2026年度施設長等の人事の件 

第 2号議案 泉苑ケアセンター通所介護事業休止の件 

第 3号議案 第 88回評議員会招集事項の件 

 

2月 24日（火） 

決議の省略 

理事 10名 

監事 2名 

第 1号議案 あさひ苑建物総合管理業務委託業者決定の件 

 

 

3月 19日（木） 

泉苑 4 階ホール 

理事 9名 

監事 2名 

 

欠  井手理事 

第 1号議案 2025年度補正予算の件 

第 2号議案 2026年度事業計画の件 

第 3号議案 2026年度当初予算の件 

第 4号議案 経理規程改正の件 

第 5号議案 定款施行細則改正の件 

第 6号議案 給与規程細則の件 

第 7号議案 介護福祉士等修学金貸付制度（東京都社会福

祉協議会）の件 

 

 

(３）評議員会【評議員 11名】 

日程 出席 決議事項 

6月 19日（金） 

泉苑 4階ホール

及び 

オンラインによる

開催(併用) 

評議員 10名 

監事 2名 

 

欠  片岡評議員 

定時評議員会 

第 1号議案 2024年度計算書類及び財産目録の承認の件 

 

報告事項 

1．2024年度事業報告について 

2.監事監査報告について 

3.社会福祉充実残額の算定結果について 

 

3月 19日（木） 

泉苑 4 階ホール及

びオンラインによ

る開催(併用) 

評議員 9名 

監事 2名 

欠 

石渡・岸評議員 

 

報告事項 

１．2026年度事業計画について 

２．2026年度当初予算について 

 

 

 (４）監事監査【監事 2名】法人の理事の職務執行状況及び財産の状況に関する監査 

日程 出席 内容 

5月 8日(木)～22日(木) 

5月 23日(金) 

 

2月 2日(月)、6日(金) 

監事 2名 

 

 

監事 2名 

前年度決算報告書案・事業報告書案 書面監査 

前年度監事監査報告 

 

拠点往査（事業計画進捗確認） 
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(５）会計監査人監査……法人の理事の職務執行状況及び財産目録が社会福祉法人会計

基準に準拠し適正に表示、作成されているかの監査 

日程（往査） 会計監査人 内容 

4月 1日(火)～5月 28

日(水) 

5月 8日(木)、15日

(木)、16日(金) 

5月 29日（木） 

 

 

 

11月 10日（月） 

11月 13日（木） 

11月 17日（木） 

11月 18日（金） 

3月 17日（火） 

PｗC Japan

有限責任監

査法人 

前年度期末監査（資料提出・オンライン） 

 

前年度期末監査（往査） 

 

前年度監査結果報告会（オンライン） 

無限定適正意見を受け、法人運営及び決算の適正性が

担保された。 

 

監査計画説明・理事者ディスカッション（泉苑 4階） 

期中監査（往査：事務局本部） 

期中監査（往査：あさひ苑） 

期中監査（往査：岩本町ほほえみプラザ） 

決算監査事前ミーティング（オンライン） 

 

(６）内部監査委員会監査 

  ア 会計内部監査 

日程 監査担当 内容 

2025年 

5月 1日（木） 

5月 2日（金） 

5月 5日（月） 

 

 

11月 27日（木） 

11月 28日（金） 

11月 29日（土） 

 

 

 

  

 

 

 

事務局職員 

 

 

 

 

2024年度決算内部監査 

内部監査チェックリストに基づく財務諸表の事業所

相互検査（出納責任者） 

あさひ苑・うらら多磨・緑苑 

岩本町ほほえみﾌﾟﾗｻﾞ・かんだ連雀・かがやきﾌﾟﾗｻﾞ 

本部・泉苑・きずな・しらとり・たっち 

 

2025年度上半期内部監査 

しらとり・たっち 

きずな・あさひ苑・うらら多磨 

信愛寮・緑苑 

岩本町ほほえみﾌﾟﾗｻﾞ・かんだ連雀・かがやきﾌﾟﾗｻﾞ 

本部・泉苑・きずな・しらとり・たっち 
 
    イ コンプライアンス内部監査 

日程 監査担当 内容 

2025年 9月 15日（月） 

～2025年 11月 15 日

（土） 

内部監査委員

会規程第 8条

に基づく相互

チェック 

・府中高齢（9事業）、神田高齢（11事業）、母子

（2事業）について、人員、設備及び運営基準、指

導検査基準（介護保険事業・母子）、実地検査指摘

事項、自己点検票、委託仕様書（委託事業）等に

照らし合わせ実施 

（泉苑、あさひ苑、うらら多磨、緑苑、かんだ連

雀、岩本町ほほえみプラザ、かがやきプラザ、き

ずな、しらとり） 

・監査項目は内部監査委員会にて作成 
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（７）指導検査等    
    ア 運営指導 

2026年 3月 10日（火） うらら多磨ホームヘルプサービス（訪問介護事業） 

 

府中市による運営指導が行われた。訪問介護事業のサービス提供状況等について書

類確認とヒアリングの指導があり、講評で適性に事業が行われている旨を伝えられた。 

    

      

３ 事業推進体制 

（１）職員の状況 

ア 職員数等 

・ 在籍正職員年度末（2026 年 3 月 31 日） 238 名(高齢施設 202 名・母子施設 36 名)  

・ シニア職員（60 歳以降再雇用）  20 名(常勤 17 名・非常勤 3 名) 

・ 施設間異動    4 月 37 名(高齢施設 33 名、母子施設 4 名) 

・                   事務局担当変更 4 名 

・ 新入職者：22 名(高齢施設 17 名・母子施設 4 名、事務局 1 名)   

・ 退職者：30 名(高齢施設 25 名・母子施設 3 名、事務局 2 名) 

     離職率：12.0％ (2020 年度 7.53％、2021 年度 6.44％、2022 年度 9.31％、 

2023 年度 9.36％、2024 年 8.24％) 

・ 平均勤続年数：12.9 年  

・ 平均年齢：42.0 歳  

・ 男女比：男性 44％、女性 56％ 

・ 年度内の産休、育児休業制度利用 11 名（うち男性職員の育児休業取得 1 名） 

 

イ 採用・育成・定着 

① 採用 

     正職員採用試験は年間で 4 回実施した。応募者数 15 名、採用内定 14 名 

（うち高齢施設 9 名、母子施設 3 名、事務局 2 名）であった。2026 年 4 月入職予定の

新卒者は母子施設 2 名。 

採用セミナーは高齢施設、母子施設、事務局により担当した。オンライン及び施設

開催による採用説明会は毎月開催を計画したが参加がない月もあり、6 回開催、計 20

名が参加した。 

 母子施設就職希望の新卒者は、外部主催の合同説明会及び法人採用説明会を通

しての仕事内容の説明に取り組み、採用することができた。高齢施設就職希望者、特

に介護職の応募がなく苦戦した。 

東京都社会福祉協議会の施設奨学生制度により 昨年の 3 名（緑苑 1 名、かんだ連

雀 1 名、岩本 1 名）に続いて 8 名（泉苑 1 名、あさひ苑 2 名､緑苑 2 名、かんだ連雀 2

名、岩本 1 名）の外国人留学生の保証人となった。2 年後の卒業、正職員採用までの

間、非常勤職員として各施設で雇用し育成する。 
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② 研修 

法人企画研修としては基礎研修として「福祉職としての職業倫理倫、権利擁護」、

BCP、BCM 対策「避難所運営研修」を実施した。 

相談業務基本研修は過去に受講した職員を対象にしたフォローアップ研修とし、研

修受講後の課題を共有し、相談面接のコミュニケーションスキルをロールプレイにより

さらに深めた。 

中途採用の準職員のために、動画視聴による入職時必須研修（法人理念、就業規

則、権利擁護、虐待防止等 18 講座）を実施し、新入職員が安心して働くことができる

ように配慮した。臨時職員に対して個人情報、虐待防止について個別契約で確認を

徹底した。 

2026 年度新任職員基礎研修（対象 2026 年度 4 月採用及び 2025 年度中途採用）

は 3 月 26 日～27 日の 2 日間実施し 11 名が出席した。 

          各施設でのサービス向上の取組を発表する第 5 回実践報告会は法人創設 80 年記

念事業としてかたちを変えて地域に向けて公開した。 

きずな、神田地区、府中地区の地域ごとに行政の方を含め多くの参加者に事業の 

理解を深めていただくことができた。 

          NPO 法人ごとくの会との連携により開催している介護職員初任者研修講座も 4 回目

となり緑苑を会場に、8 名（うち法人職員 4 名）が受講し全員が修了した。 

        ③ キャリアパスに基づく育成 

          正職員の育成は年間を通じて OJT をベースに行い、育成担当者との面接によりチ

ャレンジプランを作成し目標管理を実施している。人事考課は、中間評価では冬季賞

与に、通年評価では昇給昇格に反映した。 

          ６級職以上の職員は全国社会福祉法人経営者協議会主催の経営塾に計画的に参

加し、さらに今年度は経営協のリスクマネジメント研修（養成講座・実践講座）を全施設

長が受講しリスク管理を強化した。 

          東京都福祉人材センター主催の中堅職員を対象にした階層別研修（期待される役

割や必要とされる知識を学び業務に活かす）に各施設の主任、係長等が受講した。 

④ 定着 

法人理念の浸透をはかりキャリアパス及び職務要件表を整備し、職員一人一人が自

らの役割や責任を理解し安心して長く働くことができるものとしている。 

また、５５歳以上の職員を対象に安心して就労できる法人の人事制度について説明

し、 ６０歳以降の自身の働き方、キャリアデザインを考える講座を開催した。 
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ウ．2025年度法人研修実績報告

研修内容 月日 会場 講師 対象 研修担当 計

新任職員基礎研修 職員としての基本・ルール 3/26.27 緑苑 役職員 新任職員 事務局 12

新任職員基礎研修 災害対策 通年 立川防災館 - 新任職員 事務局 23

本採用研修 2 職員としての倫理・マナー 7月1日 オンライン 関相談員 新任職員 事務局 15

事業計画の理解 3 事業計画の理解 4月1日 各施設 施設長 全職員 各施設 184

福祉の基本理
念と倫理

4 倫理綱領（福祉職としての職業倫理、権利擁護） 9月16日 泉苑 鳥羽先生 全職員 事務局 46

BCP/BCM 5 避難所運営 10月28日 緑苑 比留間施設長 全職員 各施設 34

入職時必須研修 6 入職時必須研修（18講座＊　計161分） 通年 各施設 動画視聴 新任職員 各施設 27

基
本

研
修

1 マネジメント強化 7 係長、主任の育成、資質の向上 係長・主任

・東京都福祉人材セン
ター 25

 １）ホーム介護 7

 ２）通所介護 0

 ３）生活相談員 1

 ４）相談員 1

 ５）看護 1

 ６）訓練 1

 ７）食事 0

 ８）母子 0

 ９）事務 6

介護スキルアップ 9 テーナマイスター 通年 各施設 メンリッケ 介護 介護連絡会議 1

10 制度の理解「上級救命講習」 東京消防協会 母子 畑山施設長 10

事例検討会① たっち 母子 6

事例検討会② たっち 母子 7

事例検討会③ たっち 母子 4

12 フォローアップ研修の必要性 6月11日 たっち
金井・山田美代子
氏

受講済職員 金井センター長・寺嶋センター長 8

13 相談面接のコミュニケーションスキル① 7月23日 たっち 山田美代子氏 受講済職員 金井センター長・寺嶋センター長 8

14 相談面接のコミュニケーションスキル② ８月 オンライン 山田美代子氏 受講済職員 金井センター長・寺嶋センター長 8

15 相談面接のコミュニケーションスキル② ９月 オンライン 山田美代子氏 受講済職員 金井センター長・寺嶋センター長 8

16 相談面接のコミュニケーションスキル③ 10月 オンライン 山田美代子氏 受講済職員 金井センター長・寺嶋センター長 6

17 相談面接のコミュニケーションスキル③ １１月 オンライン 山田美代子氏 受講済職員 金井センター長・寺嶋センター長 7

18 研修を振り返って 12月17日 たっち 山田美代子氏 受講済職員 金井センター長・寺嶋センター長 7

19 運営規程必須研修①人権擁護・虐待防止 通年 各施設 各施設 全職員 各施設 476

再掲 　　　倫理綱領（福祉職としての職業倫理、権利擁護） 37

20 運営規程必須研修②身体拘束廃止 通年 各施設 各施設 全職員 各施設 421

21 運営規程必須研修③じょくそう対策 通年 各施設 各施設 全職員 各施設 154

22 運営規程必須研修④事故防止 通年 各施設 各施設 全職員 各施設 471

23 運営規程必須研修⑤感染症対策 通年 各施設 各施設 全職員 各施設 442

24 運営規程必須研修⑥看とり 通年 各施設 各施設 全職員 各施設 279

25 運営規程必須研修⑦BCP 通年 各施設 各施設 全職員 各施設 340

再掲 　　　BCP/BCM(避難所運営） 29

運営規程研修 26 運営規程必須研修①人権擁護・虐待防止 各施設 全職員 各施設 25

再掲 　　　倫理綱領（福祉職としての職業倫理、権利擁護） 6

27 運営規程必須研修②事故防止・安全確保 各施設 全職員 各施設 17

再掲 　　　BCP/BCM(避難所運営） 4

28 運営規程必須研修③感染症・食中毒対策 各施設 全職員 各施設 31

29 運営規程必須研修④個人情報保護・情報セキュリティ 各施設 全職員 各施設 28

内部監査 30 財務会計 9月30日 泉苑 山口浜屋税理士法人 会計責任者・出納責任者 事務局 25

専門研修 31 就業規則 11月25日 オンライン 上野事務長 事務員 事務局 14

32 個人情報管理 通年 オンライン 動画視聴 事務員 事務局 6

33 シニアの働き方・キャリアデザイン 10月21日 緑苑 上野事務長 ５５歳以上職員 人事管理戦略会議 8

34 各施設の先駆的な取組を報告 7月10日 きずな 全職員 80年企画 16

各施設の先駆的な取組を報告 11月14日 岩本 全職員 80年企画 32

各施設の先駆的な取組を報告 11月24日 緑苑 全職員 80年企画 36

35 介護支援専門員(試験日：月日） 全職員 各施設 5

36 介護福祉士（試験日：月日） 全職員 各施設 0

37 介護職員初任者研修（10月1日～11月30日） 緑苑 介護・相談・管理栄養士 全職員 事務局 5

38 喀痰吸引研修(東京都主催研修） 通年 - 介護 各施設 0

1 経営塾 管理職 業務執行役員 2

2 リスクマネジャー研修（養成講座） ５級以上 業務執行役員 2

3 リスクマネジャー研修（実践講座） ５級以上 業務執行役員 7

＊法人理念・就業規則・権利擁護。虐待防止・身体拘束・認知症理解・リスクマネジメント・感染症対策・緊急時の対応等

外
部
研
修

特別講座

実践報告会

稲垣美加子氏

1

11

係長・
主任

各事業推進会議各職種

・福祉職員キャリアパス対応生涯研修
・職員育成マネジメント研修

通年（ＯＪ
Ｔ）

各施設

岩田次長

研修テーマ

重
点
課
題

基
本
研
修
２

職種別職務要
件の理解・チャ
レンジプラン策
定と活用／育
成担当の育成

基
礎
研
修

経営協主催

8

部
門
・
事
業
分
野
別

事
務
局

能
力
開
発

資格取得支援

母
子

母子基礎研修

相談業務基本
研修

高
齢

運営規程研修

ケ
ア
の
基
本
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会議名 主催 任期 所属 役職

 社会福祉法人経営者協議会 東京都社会福祉法人経営者協議会 2025.4.1~2027.3.31 本部 役員

 東京都母子福祉部会 制度施策委員会 東京都社会福祉協議会 2024.4.1～2026.3.31 きずな 委員

 東京都母子福祉部会 総務委員会 東京都社会福祉協議会 2024.4.1～2026.3.31 きずな 委員

 東京都母子福祉部会　研修委員会 東京都社会福祉協議会 2025.4.1~2027.3.31 しらとり 委員長

 地域包括ケア推進委員会つなひろWT 東京都社会福祉協議会 2025.4.1~2026.3.31 緑苑 委員

軽費分科会生活相談員連絡会 東京都社会福祉協議会 2025.4.1~2026.3.31 岩本町 委員

 「家族介護を考えるつどい」準備会 東社協東京ボランティア・市民活動センター 2025.4.1~2026.3.31 緑苑 委員

 介護認定審査会 府中市 2025.4.1~2027.3.31 あさひ苑 委員

 〃 府中市 2025.4.1~2027.3.31 あさひ苑 委員

 〃 府中市 2025.4.1~2027.3.31 泉苑 委員

 〃 府中市 2025.4.1~2027.3.31 緑苑 委員

 〃 府中市 2025.4.1~2027.3.31 事務局 委員

 府中市高齢者保健福祉計画・ 介護保険事業計画推進等協議会 府中市 2024.4.1～2027.3.31 緑苑 委員

 府中市地域密着型サービス指定関係部会 府中市 2024.4.1～2027.3.31 緑苑 委員

あきる野市要保護児童対策地域協議会代表者会議 あきる野市 2025.4.1～2027.3.31 きずな 委員

 府中市子ども・子育て審議会 府中市 2025.7.30~2027.7.29 しらとり 委員

 府中市福祉のまちづくり推進審議会 府中市 2025.4.1～2026.3.31 あさひ苑 委員

 府中市要保護児童対策地域協議会代表者会議 府中市 2025.6.30～2027.5.31 しらとり 委員

 府中市要保護児童対策地域協議会実務者会議 府中市 2025.6.30～2027.5.31 しらとり 委員

 地域福祉活動計画推進委員会 府中市社会福祉協議会 2021.9.9~2027.3.31 泉苑 委員

府中ボランティアセンター運営委員会 府中市社会福祉協議会 2025.6.15~2027.6.14 緑苑 委員

 府中市立武蔵台小学校連絡協議会 府中市立武蔵台小学校 2025.4.1~2026.3.31 しらとり 委員

 府中市立府中第七中学校スクールコミュニティ協議会 府中市立府中第七中学校 2025.4.1~2026.3.31 しらとり 委員

 千代田区認知症ケア推進チーム 千代田区 2025.4.1~2026.3.31 岩本町 委員

 〃 千代田区 2025.4.1~2026.3.31 岩本町 委員

 〃 千代田区 2025.4.1~2026.3.31 かがやきプラザ 委員

 あんしんセンター連絡会議 千代田区 2025.4.1~2026.3.31 かがやきプラザ 委員

 〃 千代田区 2025.4.1~2026.3.31 かがやきプラザ 委員

 虐待防止定例会 千代田区 2025.4.1~2026.3.31 かがやきプラザ 委員

 介護予防定例会 千代田区 2025.4.1~2026.3.31 かがやきプラザ 委員

居住支援協議会 千代田区 2025.4.1~2026.3.31 かがやきプラザ 委員

引きこもり支援協議会 千代田区 2025.4.1~2026.3.31 かがやきプラザ 委員

介護サービス推進協議会 千代田区 2025.4.1~2026.3.31 かがやきプラザ 委員

 千代田区老人ホーム入所判定委員会 千代田区 2025.4.1~2026.3.31 かんだ連雀 委員

 千代田区特別養護老人ホーム入所調整員会 千代田区 2025.4.1~2026.3.31 かんだ連雀 委員

 〃 千代田区 2025.4.1~2026.3.31 かんだ連雀 委員

 〃 千代田区 2025.4.1~2026.3.31 かんだ連雀 委員

 千代田区介護保険運営協議会 千代田区 2024.6.1～2027.5.31 かんだ連雀 委員

 千代田区地域包括支援センター運営協議会 千代田区 2025.4.1~2026.3.31 かんだ連雀 委員

〃 千代田区 2025.4.1~2026.3.31 かんだ連雀 委員

千代田区生活支援体制整備事業推進協議会 千代田区 2024.6.1～2027.5.31 かんだ連雀 委員

ちよだボランティアセンター運営委員会 千代田区社会福祉協議会 2023.8.1～2025.7.31 かんだ連雀 委員

 千代田区地域支援ネットワーク連絡会 千代田区社会福祉協議会 2025.4.1~2026.3.31 岩本町 委員

 千代田区地域支援ネットワーク連絡会 千代田区社会福祉協議会 2024.4.1~2025.3.31 かんだ連雀 委員

 かがやきプラザ指定管理運営協議会 千代田区社会福祉協議会 2025.8.1～2027.7.31 岩本町 委員

 

エ．2025年度　各種会議（外部）職員参画状況一覧
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（２）広 報 

ア 季刊しんあい（1982年創刊、各号 3000部発行） 

事業計画に基づき年 4 回発行した。連載中の「社会福祉法人を考える」では、 

職員が安心して働き続けることができる法人の諸制度や取組について特集した。 

134号（2025 年 6月 20日発行） 

        2025年度新入職員紹介 
施設だより「2025年度のいちばんはこれ！」 

135号（2025 年 9月 20日発行） 

社会福祉法人を考える 24「現役世代のキャリアパスに続く 60歳超の働き方」／
2024事業報告、決算報告／ 法人創設 80年企画「きずな実践報告会」 

施設だより「暑い！熱い！2025夏」 

136号（2025 年 12月 20日発行） 

社会福祉法人を考える 25「出産・育児、子育て支援の取り組み」／しんあい作 
品展／施設だより「今も昔もこれからも～年輪を重ねて～」 

137号（2026 年 3月 20日発行） 

         社会福祉法人を考える 26「法人のさまざまな休暇や柔軟な勤務制度」／しんあ
／法人創設 80年企画実践報告会（府中地区・神田地区）／施設だより「２０
２６年の春めく心」 

イ ウェブサイト（ホームページ） 

今年度もブログやおしらせの更新に努めたほか、地域公益活動については、か

んだ連雀すみれ会やサロンごくらくを中心に定期的に活動報告を掲載した。 

理事のメッセージは 10 名の理事に原稿を依頼し、毎月更新した。ブログは各 

施設持ち回りで 365日更新を継続している。福祉施設における日常生活を毎日発

信し、ご利用者のご家族等に喜ばれており、職員間の相互理解にも寄与している。 

RECRUIT GUIDE（採用情報）を通じての求職者からの問い合わせは 30件であり、

一部は正職員や準職員の採用、ボランティア活動に繋がった。 

ウ SNSの活用 

SNSの活用の最大の目的は求職者の獲得である。Instagram を中心に、Facebook

ページには同内容を自動掲載している。法人の Instagram は採用広報を主な目的

としており、職員の日常業務や地域公益活動を掲載するほか、採用説明会や採用

試験等を告知している。法人施設の投稿をリポストしたり、ストーリー等の機能

を積極的に活用するなど工夫を重ねている。 

施設では、岩本町ほほえみプラザ、緑苑とかんだ連雀が Instagramにおいてそ

れぞれに特色のある発信を積極的に継続している。また 2025 年 7 月から子ども

家庭支援センターしらとりでも Instagramの発信を開始し、ひろば事業やトワイ

ライトステイを中心に発信している。 

Instagram の 2025年度投稿数は、法人 43件（総投稿数 289件）、岩本町ほほえ

みプラザ 87 件（総投稿数 684件）、緑苑 67件（総投稿数 621 件）、かんだ連雀 351

件（総投稿数 507件）、しらとり 110件。フォロワー数は、法人：1,544名（前年

度差＋37）、岩本町ほほえみプラザ：2101 名（＋132）、緑苑：1,654 名（＋41）、

かんだ連雀：1,223名（+6）、しらとり 65名である。 

 

 

 



12 

 

  （３）災害対策（BCP の取組） 

    各施設、事業年間計画 BCPに沿った訓練（図上・実施）を行い計画の見直しを

進めながら実用性の高い計画、訓練の実施とした。 

    ・入職時基礎研修（立川防災館及び本所防災館の体験研修）を通じて体験の必

要性を改めて実感できた。次年度も継続する予定である。 

    ・BCP（事業継続計画）をより実用性の高い計画とするため「避難所運営ゲーム

HUG」を実施した。災害時の判断、情報の共有、行動等実際の動きをゲーム方

式で学んだ。 

ア 災害対応 

・自然災害 BCP計画に沿って、多くのリスクを想定したうえで、図上、実働訓

練を各施設、事業として行い、実用性の高い BCP計画として運用に向けて進

めた。今後福祉避難所としての受け入れ等が重要となるため地域連携を充実

させ、府中市内特養施設間においても相互協定に基づき訓練を行っていく。 

イ 感染症対策対応 

・各施設、事業、感染症 BCP計画を策定、計画に沿った訓練を実施した。今後

計画に沿った訓練実施は何より、備品管理、ストック等、各施設、地域との

連携、多摩府中保健所からの助言等を参考に計画の見直しを進めたい。 

 

ウ 訓練の内容   
4月 避難経路確認・設備研修 新人防災研修 

5月 各施設、事業 BCP に沿っ

た訓練の実施 

図上訓練 

6月 実践訓練 

7月 各施設、事業 BCPに沿っ

た訓練の実施 

図上訓練 

8月 実施訓練 

9月 法人統一日中地震想定訓練 実践訓練 

10月 避難所運営（HUG）実施 研修 

11月 各施設、事業 BCPに沿っ

た訓練の実施 

図上訓練 

12月 実践訓練 

1月 
各施設、事業 BCPに沿っ

た訓練の実施 

図上訓練 

実践訓練 2月 

3月 

 

（４）事業計画進捗評価 … 年度事業計画進捗状況の確認評価 

      施設長及び事業責任者から施設・事業ごとの事業計画進捗状況について業務執

行理事へ報告した(監事同席)。 

    ２月２日 府中高齢施設（あさひ苑・緑苑・泉苑）    

         母子施設（きずな・しらとり・たっち） 

  ２月６日  神田高齢施設(かんだ連雀・かがやきプラザ・岩本町ほほえみプラザ) 
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（５）東京都福祉サービス第三者評価 
  各施設受審した評価結果は、Ⅳデータ 第三者評価受審結果で報告する。 

 
 

４ 特記事項 
 
（１） 通所介護事業の休止について 

     泉苑ケアセンター通所介護事業(定員 35 名)はデイサービス時代より長年にわたり

府中市内の在宅サービスの一助を担ってきたが、介護保険制度への移行に踏み切れな

い側面もあり（利用者、職員体制等）赤字累積が膨張していた。コロナ禍をはさみ事

業の見直し等を進めてきたが改善の兆しもみえず施設全体への財政圧迫も多大となり

残念ながら休止の止む無きに至った。 

保険者(府中市)に現況を報告し、相談のうえ東京都及び府中市に「休止」の届け出を

行った。ご利用者(登録 55名)への個別の説明を行うとともに担当居宅支援事業所等(19

事業所)に事業休止を説明し、居宅サービスプランの調整を依頼した。ご利用者は他の

通所介護事業所等居宅サービスに移行することができ、2026年 3月 31日付をもって休

止した。 
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Ⅱ 事業種別事業報告(概要) 

 
  １ 高齢部門 

（１） 特別養護老人ホーム 

（２） 養護老人ホーム 

（３） 短期入所生活介護 

（４） 通所介護 

（５） 認知症対応型通所介護 

（６） 介護予防 

（７）訪問介護 

（８）居宅介護支援 

（９）地域包括支援 

 
２ 母子・児童部門 

（１）母子生活支援施設 

（２）子ども家庭支援センター 

 

３ 共通部門（地域公益事業） 
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１ 高齢部門（主として複数施設での実施事業） 
 

（１） 特別養護老人ホーム [泉苑、あさひ苑、緑苑、緑苑(地域密着型)、かんだ連雀] 

利用実績は、法人全体で平均 90.7％(前年比＋0.7％)、内訳は泉苑が 76.6％(前年比

－0.3％)。あさひ苑 93.3％（前年比＋2.6％）緑苑 92.7％（前年比-0.6％）緑苑(地域密着

型)93.9 ％（前年比＋0.1％）、かんだ連雀 97.2％（前年比＋1.8％）。法人全体としては、

前年に比べ微増となった。 

新型コロナウィルス感染症について、施設内のマスク着用は継続しているが、面会や外

出などはほぼ制限をなくし、通常の生活となった。 

稼働率向上に向け早期の特養入所に取り組んでいるが、退所者が上回り、次の候補者

への案内が間に合わず、空床期間が長引く傾向にある。特に府中地区では声をかけた際

に他の施設に決まっているといったことが多くなっている。府中市内の施設数増加の影響

もあるが、各施設の入所判定会議の開催方法の仕組みの改善や、相談員の業務の整理

など引き続き取り組んでいく。千代田区では入所管理について区内特養施設と連携し行

政と継続的な話し合いを重ねており、特養入所案内内容の変更や空床期間が短くなるよう

な取組など、一定の成果があった。 

介護と医療の連携について、府中３施設で医王病院との医療連携に係る協定を締結し

た。３施設で連携状況を確認、医王病院との連携会議でも情報共有し看取りなどの体制を

整備した。かんだ連雀は、医療連携先である杏雲堂病院と定期的な話し合いを継続して

いる。これにより、法人全施設で医療連携加算の取得ができた。 

事故防止対策では、レベル 4 以上の中でも誤薬が各施設で多く見られる。誤薬には落

薬や飲ませ忘れ、セットミスなどが含まれるため、改善に向け薬の重要性の研修やチェック

方法の見直しを行っている。引き続き防ぐべき事故として、様々な工夫や組織的な取組を

行っていく。 

特養介護員の人材不足は深刻化しており、外国人材の受け入れとして東京都社会福

祉協議会の施設奨学制度を利用し、東京福祉専門学校の留学生（ネパール国籍）をかん

だ連雀、岩本町、緑苑で各１名の受け入れた。法人が連帯保証人となり、学費を支援し、

学校で学びながら、各施設で就業（週２８時間まで）し、介護福祉士の資格取得を目指す。

また卒業後５年間は施設で就業することとなる。皆まじめに学業に励んでおり、将来の介

護の担い手として期待している。 

介護職は派遣会社やスポットワーク（日雇い）に頼らざるを得ない状況が続いているが、

継続的依存にはデメリット要素もあり人材確保には新たな方法を検討する必要がある。 

 

（２） 養護老人ホーム [信愛寮] 

4 月１日、在籍 37 名（定員 50 名）でスタートし、年度末在籍 37 名（在籍率 70.5％）。今

年度の入所者 7 名、退所者 7 名。入所理由に関しては、ショートステイを含め、なんらかの

理由で独居が困難になり、生活に支障をきたし入所に繋がるケースが顕著に増加している。

ちなみに従前は家族からの虐待が多かった。 

自立支援ショートは、13 名/延べ 84 日の利用。ほっとステイ（自費サービス）は、21 名/

延べ 374 日の利用。東村山市から委託された東村山市高齢者緊急一時保護事業の利用

は、昨年度に引き続き実績は 0 名であった。 

入居者処遇に関しては、積極的に外部サービスの利用を進めた。具体的には、訪問

診療、デイサービス、デイケア、等、医療・介護サービスの利用者が増加している。 

これにより、入居者の利便性をはかるとともに業務の効率化と整理により、労働生産性を 
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向上につなげた。最終的に入居者処遇の向上につなげた。アドバンス・ケア・プランニング

(ACP)は前年度に引き続き取り組んでいるがこれについては、職員側も入居者側も、時間を

かけて理解と意識変容を求めていく必要がある。 

 

（３） 短期入所生活介護事業 [泉苑、あさひ苑、緑苑、岩本町ほほえみプラザ、かんだ連雀] 

      府中地区の利用実績は 3 施設平均 68.8%(前年利用実績 76.9%)と減少となった。通所介

護同様、在宅生活継続のための介護サービス利用ニーズがやや弱まってきている。 多

様な居住系サービスの増加により早期に入居の傾向あり。 

神田地区は岩本町の今年度の利用実績は 80.0%（前年比-5.5%）。利用者の特養等施設

入所による利用終了や 8 月に新型コロナウィルスによる入所制限を実施したこともあり目標

稼働率が達成できなかった。一方でかがやきプラザ相談センターや区在宅支援課と連携し

緊急受入れ等積極的に行った。3 月よりショートステイ予約管理システム「ペースノート」を導

入し煩雑だった予約管理を整理、ケアカルテとの連動でこの業務に関する時間削減を実行

できた。なお、連雀は空床型であり、延べ 1 名 2 日間の利用であった。 

 

（４） 通所介護事業(含予防) [泉苑、あさひ苑、岩本町ほほえみプラザ] 

泉苑は利用実績 52.3%(前年比－11.5%)、あさひ苑も 63.2%(前年比－2.4%)と新規ご利用

者の受入れも多くあるが、ご利用者の体力とご家族の介護力の低下により病院、施設への

入院入所が多く、廃止となるケースが前年度同様に続いている現状。生産性向上を進め

るなかで、各施設業務整理に取り組んできた。業務マニュアルをはじめ、プログラム、送迎

車両台数の見直し等行い実践し一定の効果は出すことができ、超過勤務削減に繋がった。

引き続き、送迎ルートの効率化は重要課題でありシステム化を検討していきたい。泉苑通

所事業については、業務改善等に取り組んだが、収入等含め改善に至らず、３月３１日を

もって休止とし、ご利用者 55 名、居宅介護支援事業所 19 か所の協力を得て他事業所へ

の移行を行った。 

 

岩本町は 58.7%（前年比-9.5%）。稼働率の低下は昨年度同様、特養入所や長期入院に

よる利用中止が増加したことが要因と考えられる。新規利用者や増回希望者により対応し

たが欠席や廃止も多く稼働全体としては低下した。一方、ニーズの多かった入浴や機能

訓練に対応できるよう、一日の受入人数を増やしたり曜日によって変えたりすることで要望

に応えられるようになった。 

      

（５） 認知症対応型通所介護事業 [あさひ苑、岩本町ほほえみプラザ] 

今年度、あさひ苑は 65.6%(前年比－2.4%)、通所事業同様に上期は新規ご利用者の確

保に苦しむ事業展開となり 50％まで稼働が落ちたが、下期に入り、居宅介護支援事業所

と連携を取り、ご家族にも事業内容を伝え目標稼働に少しでも近づけることができた。引き

続き、職員の認知症ケアの専門性の向上を目標に、府中市が推奨するアドミニストレータ

―養成者研修修了者を中心に BPSD ケアプログラムを進めていく。今年度新たに 1 名の

介護職員が受講した。 

 

 岩本の利用実績は 33.4%、前年比 9.1%増となった。一般デイからの移行や運営推進会

議や社協開催の報告会の場を活用し認知症デイの説明や事業所の特色、活動内容を知

ってもらう機会を活用しケアマネや家族に周知したことで利用が増え稼働率も向上した。  

最大 5 か所あった区内認知デイ事業は現在 2 か所になっている。 

 

     （６） 介護予防（推進）事業[泉苑、あさひ苑、緑苑、岩本町ほほえみプラザ] 
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府中地区は、今年度も地域交流ひろばとフレイル予防講習会を中心に実施した。併せ

てスマートフォン講座・スマートフォンを活用した「みんチャレ」講座等の実施、短期集中で

の生活改善に向けたプログラムである通所型サービス C 事業の本格実施等、市の方針とし

て、地域高齢者の自主化への強い勧め・自立支援の動きが行われた。圏域変更したエリア

を年間通して担当し、地域との新たな関係性も構築することができた。 

 

岩本町(高齢者活動支援事業)は、8 事業 7 教室(一部事業休止：ビリヤード教室を除く)

を年間予定表に基づき実施した。一年を通じて、記録的な猛暑や急な天候不順等により、

各教室の参加状況に多少影響があったが、年間の延べ利用者数 1,578 名(前年より 224 名

増)となった。また、介護予防啓発活動の取組である介護予防発表会では、介護予防教室

の中でも一番参加者の多い「うたごえサロン」のワークショップとした。 

 

     （７） 訪問介護事業 [うらら多磨、かんだ連雀（定期巡回随時対応型サービス含む）] 

うらら多磨訪問介護、前年度同様にご利用者の生活状況が安定しないことから、病院

への入院等が続き廃止になるケースや在宅生活が困難となり施設入所が続いている。職

員の適正配置を見直し、今年度スタートを切った。（年間実人数 608 人、延べ援助件数７，

２９８人）介護保険サービスにおける訪問介護の低迷はうらら多磨も例外ではなく、年間を

通じて厳しい状況が続いている。次年度、引き続き居宅介護支援事業及び包括支援セン

ターとの連携を充実させながら、新規ご利用者の確保につなげたい。2026 年３月１０日府

中市運営指導受け、講評にて適性に事業が行われている旨を伝えられ、引き続きよりよ

いサービス提供に向けた助言をいただいた。特に登録ヘルパーの研修の充実に取り組

むこととする。 

 

かんだ連雀訪問介護は利用者月平均数 53 名、月平均援助数 367 件であった。前年度

と比べ援助件数が大幅に増えた。法人独自の自費サービスは年間援助総件数が 399 件

あり月平均 33.3 件の自費サービスを実施した。そのほか、区委託事業である在宅支援ホ

ームヘルプ(横出しサービス)は 5 名の利用で前年度と大きな変化はない。 

一方、定期巡回随時対応型サービスについては、月平均登録数が 14.2 件と昨年度に

比べ微減。かんだ連雀内で在宅サービス会議（地域包括・居宅介護・訪問介護）を定期的

に開催したことで、訪問介護の増に繋がった。今後は定期巡回にも活かしていきたい 

 

(８)居宅介護支援事業 [緑苑、かんだ連雀] 

 2024 年 10 月に泉苑とあさひ苑の居宅を統合し緑苑居宅介護支援事業所を開設した。 

4 月から常勤 5 名、非常勤 1 名の体制で特定事業所加算Ⅱを算定した。年間５２回の会

議を行い、職員の情報共有や育成を図りながら、2024 年（10 月～3 月）は 848 件であっ

たが、徐々に件数の増加を目指し 1 年間で 1778 件となった。法人内の事業所との連携

に努めるとともに、府中市内の居宅介護支援事業所の閉鎖や、ケアマネの離職などが増

加しており、ケアマネの需要は増している。 

神田地区は 1,101 件（前年度 1,022 件）、年度途中より常勤 1 名増員し 4 名体制により

前年度に比べプラン件数が 79 件と件数が微増した。 

 

（９） 地域包括支援センター [泉苑、あさひ苑、緑苑、かんだ連雀、かがやきプラザ相談センタ

ー] 

府中 3 施設の相談件数合計 14,303 件（前年度 13,916 件）、かんだ連雀は 16,878 件

(前年 18,587 件)、かがやきプラザ相談センターは 6,102 件(前年 5,097 件)。 
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 包括予防ケアプランは、府中 6,381 件（前年 6,160 件）と前年より２２１件増加、神田は、

1,753 件（前年 1,694 件）と前年より 59 件増加している。 

府中地区は 2024 年 10 月 1 日から担当圏域が変更され、2025 年度は初めて１年間通

じて新たなエリアを担当することになった。一般介護予防事業についても４月からは新たな

圏域での事業運営を行っているため、新規担当地区での情報発信や各関係機関との新

たな関係作りに日々追われた。生活支援コーディネーターが府中社協とも連携し、住民主

体で活動できる体制づくりの支援が一層重要になってきている中、今まで法人の各包括が

圏域の民生委員をはじめとする市民の皆様と良好な関係を構築できていたこと、居宅介護

支援事業所を中心とした介護保険サービス提供事業所と連携できていたことなどにより、

新たな担当地区で市民の皆様を交えた高齢者地域支援連絡会、ケアマネとの情報交換

会等をつつがなく実施できた。大きな課題として府中地区の居宅介護支援事業所、ひい

ては介護支援専門員自体が減少しており、介護・予防プランの調整に苦慮する状況が続

いている。また、少子高齢化の影響で、独居・高齢のみ世帯が増加することで身寄りのな

い方や頼るべきご家族が薄い方が爆発的に増えており、認知症や超高齢の方の権利擁

護・意思決定支援がさらに重要となってきている。 

あんしんセンター（神田包括）は、ITスキル向上により、ペーパーレス化に留ま

らず、相談業務全体の生産性を向上することができた。今後想定される、サービス

担当者会議等のオンライン開催に向け、各職員がホストとして ZOOM等を扱える知識

講習も開いた。ZOOM の活用に加え、日程調整ツールの活用や議事録生成 AI の活用

等、面談に必要なスキルを習得している。各職員が自分事としてスキル向上に挑め

たことが最大の成果であった。はあとカフェ(認知症カフェ)においては、オレンジ

サポーター（オレサポ）とカフェ参加者との交流も続いている。オレサポが、今後

も意欲的に活動できるようカフェ運営を協働していく。高齢者見守り相談窓口業務

では、人員体制等により、昨年度に引き続き訪問件数は減少してしまったが、予め

対象者の持つ課題を把握し、限られた時間内で課題へのアプローチができ、より効

果的な訪問ができた。結果としてリスクの高い利用者の多くを速やかに総合相談や

介護保険等サービスにつなげることができた。 

かがやきプラザ相談センターは、総合相談支援については、専門的なアセスメン 

トを根拠とする積極的な支援と介入に努め、相談実人数は前年比 110％（719 名）を

記録した。内容別に見ていくと、訪問件数が前年比 190％（623 件）、電話件数は前年

比 114％（4020件）、来所は前年比 115％（954件）と、全ての項目が増加傾向である。 

生活体制整備事業については、引き続き相談センター職員全員を生活支援コーディネ

ーターとして位置づけ、出張所別に担当者を振り分けて事業を実施した。特筆すべき

は、集合住宅での孤立防止を目的とした食事会の開催をスタートさせたことである。

かんだ連雀食事係、ＮＰＯ法人いちごの会、西神田町会の協力を得て、高齢者優良賃

貸住宅、区営住宅へと開催を展開し、当年度だけで４か所計 7 回の食事会を開催し

た。次年度も積極的に開催場所を増やしていく予定である。社会福祉協議会の地区担

当と定期的に情報交換を行ったことや、関わりのある町会との関係性を深めることに

力を入れた。また、かんだ連雀との協同で行ってきた、すみれ会、買い物ワゴン・ス

タッフとしての取組は、連絡調整の役割を担い、懇親会の開催も含め、積極的にその

中心となる役割を拡大してきた。 
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２ 母子・児童部門 

 

（１） 母子生活支援施設 [きずな、白鳥寮－定員はいずれも 20 世帯] 

都内 32 施設の 5 割が 暫定定員（入所率 85％以下）設定されている中、安定稼働の維

持を目指し、都内全域及び他県からの広域利用受け入れを積極的に行った。 

きずなは、法人８０年の記念事業とした実践報告会を７月に開催し、近隣の関係機関を

はじめ都外の自治体へ積極的アピールをした。しかしながら、各月初日在籍数が年間延

べ 189 世帯、充足率が 78.7％と前年度の実績（198 世帯・82.5％）を下回り、2026 年度は

暫定定員が設定される結果となった。しらとりの各月初日在籍数は年間延べ 206 世帯で、

充足率は 85.8％であった。 

 

入所理由は、夫の暴力等（DV）が最も多く、きずなが延 28 世帯中 24 世帯（85.7％）、し

らとりは延 31 世帯中 26 世帯(83.9％)であった。それ以外では住宅困窮(きずな 2 世帯、し

らとり１世帯)、子への虐待（きずな 1 世帯）、養育困難(きずな 1 世帯、しらとり 3 世帯)、経

済トラブル(しらとり 1 世帯)である。 

退所世帯数はきずなが 13 世帯であり、公営住宅 6 世帯、生活環境改善が 2 世帯、追

跡者に居場所を特定されたことによる避難が 1 世帯の他に、実家の引き取りが 1 世帯、子

の保護による親子分離が 1 世帯、その他の理由が 2 世帯だった。しらとりは 15 世帯が退

所し、都営住宅に 9 世帯が入居、その他民間アパートやマンションへの入居が 2 世帯、復

縁が 1 世帯、他施設への入所が 1 世帯、養育困難による母子分離が 2 世帯あった。なお、

15 世帯中７世帯が府中市内への退所であった。 

きずなは「母の日リフレッシュ遠足」、自治会との合同納涼祭、学童キャンプ、秋の日帰り

旅行（「八景島シーパラダイス」）等遠足、宿泊、会食等のイベントを行った。その他、月に 1

回の利用者への食事提供を、負担軽減のニーズを考慮し引き続き行った。 

車での近隣の駅・商業施設等への送迎支援は昨年度と大きく変わらず全 2,725 件とな

った。学童への支援においては恵まれた自然環境を活かし、種まきから収穫までの農作

業体験を実施した。 

しらとりは、学童･保育児の遠足や、母の日リフレッシュ保育などの行事を実施したほか、

夏休み中の学童デイキャンプ、相模湖への日帰り旅行(親子レクリエーション)や泉苑と合

同の納涼祭などを実施し、職員と利用者の親睦を深めることができた。 

また、アフターケアにも積極的に取り組み、母子支援員を中心とした相談支援や同行支

援、心理療法担当職員によるカウンセリングなども実施した。例年実施している 11 月の退

所者のつどいには 8 世帯が参加、今年度からは退所母子や小学生以上の退所児を招い

た行事を企画し、しらとりに立ち寄る機会を増やして関係が継続できるように努めた。 

きずな母子緊急一時保護については、19 の実施機関と委託契約を結び、延べ利用人

員は 151 名であった。小学生とその 2 歳以上の弟妹を対象とした「あきる野市子どもショー

トステイ事業」は延べ利用人員が 49 名であった。 

しらとり母子・父子緊急一時保護は府中市との単独契約であり、数年間利用実績がなか

ったが、2020 年度以来の利用(1 世帯)があり、延べ利用人員は 112 名であった。 

 

（２） 子ども家庭支援センター［しらとり・たっち］ 

しらとりのサービス事業延べ利用児数は、トワイライトステイが 1,090 名(前年差+74 名)

で、減少傾向が続いていた中、若干増加した。 

ショートステイは、従来のショートステイと府中市子ども家庭支援課から受託した保護者

や児童の休養を目的とした緊急ショートステイを合わせて、延べ 31 件、延べ利用人員 133

名 (前年差-135 名、133 名のうち 95 名が緊急ショートステイ)を受け入れた。利用理由は
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ショートステイの 9 件は、保護者･家族の入院･出産が 5 件、出張が 4 件であった。緊急シ

ョートステイについては、60 件全てが保護者もしくは児童の休養を目的とするものであっ

た。 

ひろばの年間利用者数は保護者を含めて 2,528 名(前年差+318 名)で、保護者の交流

を目的とした しらとりカフェ、動画を上映するシアター、小学校の長期休み中のきょうだい

同伴利用可能など、利用者増加を目指し行事などを工夫した効果が表れたと考えている。 

また、ひろば･トワイライトステイでは年度後半に Instagram を開設し、行事などについて、

積極的に情報発信を行った。 

 たっちのひろば年間延べ利用者数は保護者を含めて 99,765 名(前年差＋13,220 名)、リ

フレッシュ保育の年間延べ利用児数は 3,184 名(前年差＋698 名)であった。ひろばの新

規登録児も年間 4,752 名となり、受付も日々賑わう様子が見られた。例年行っている講座・

交流会の告知は、府中市の LINE による広報も活用した。申し込み方法も Microsoftfoamｓ

を利用し、利用者の利便性の向上を図った。 

 

３ 共通部門（地域公益活動） 

 

(1) 緑苑安心シニア塾 

地域のシニア世代を対象に実施した公開講座「緑苑安心シニア塾」（2013 年から実施）

は、コロナ禍での未開催期間を経て、2022 年度より再開をしている。 

2025 年度は、基礎講座 4 回、専門講座 4 回の合計 8 回の開催となった。前年度同様

の参加希望があり、累計延べ 406 名の参加となった。 

また、聴覚障害をお持ちの参加者は、文字お越しアプリを活用し参加されており、AI の

活用が広がっていることを再認識させられる。 

(２)  しらとり学習サポートサロン 

近隣在住の中学生を対象とした「しらとり学習サポートサロン」を、原則毎週月曜日の 17

時 30 分から 20 時まで、泉苑 4 階ホールもしくはしらとり宿泊交流室を会場とし、計 42 回

実施した。今年度の登録児数は９名（中学 1 年生 2 名、2 年生 2 名、3 年生 2 名、高校 2

年生 2 名、3 年生 1 名※年度途中での入退会あり）で、延べ 182 名が参加した。毎回補

食としておにぎりを提供、その他毎月食事会やレクリエーションを企画し、楽しんで参加で

きるよう工夫した。 

サロンには、元教員の方にボランティアとして参加いただき、７月の納涼祭(むさこいま

つり)には、登録児のうち３名がボランティアとして参加した。 

(３)  NPO 法人主催学習会に会場提供 

府中市生活福祉課による生活困窮者自立支援相談制度子供の学習・生活支援事業

（委託運営先：NPO 法人インクルージョンセンター東京オレンヂ）の学習室として泉苑 4 階

多目的ホールを会場提供した。原則毎週水曜日 18 時～21 時開催で計 42 回(延べ生徒

221 人・スタッフ 235 人・計 456 人)実施された。 

（４） 家族支援情報交換会 

府中市内の地域包括支援センター・子育て支援センターが毎年合同で行っている家族

支援情報交換会については 2025 年 11 月２１日に法人創設 80 年記念で行った府中地区

の実践報告会でこれまでの足跡を振り返り、その取組を紹介させていただいた。今年度も

2026 年 3 月 12 日に緑苑地域交流スペースで「複合的な課題を抱えた家族への切れ目な
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い支援について関係機関の連携を改めて考える」というテーマの元、民生委員・関係機

関・法人職員合わせて 44 名の参加で行った。今回も発表事例を基にグループワークを実

施したが、それぞれのグループで活発な意見交換や体験談の共有が為され、地域民生

委員と府中市内にある高齢・障害・生活保護関係機関・法人職員の相互理解がさらに深

まった。 

(５) すみれ会(ボランティア活動) 

千代田区では、かんだ連雀及びかがやきプラザを拠点とした地域支援のためのボラン

ティア団体「すみれ会」（区内企業ボランティア、及び地域在住の個人ボランティアが登

録）において、コアメンバーの定期会議、メンバー全員対象の定例会を毎月開催し、地域

で暮らす高齢者への支援を行っている。                                      

これまでは、ワゴン車での買い物を支援する「買い物ワゴン」を中心とした活動であった

が、かがやきプラザが受託する生活支援体制整備事業と連携を強化し、孤立防止のため

のアウトリーチを目的とした食事会へ活躍の場を広げている。次年度に向けては、さらに

地域課題に対応する新たな活動の場を検討中である。 

(６) 神田淡路町高齢者住宅での居場所作り『サロンごくらく』   

 淡路町高齢住宅集会場を活用して、茶話会、手工芸作り、おやつ作り、食事会などの活

動を年 12 回開催した。これは、高齢者住宅入居者に限らず、界隈の地域の方や社会福

祉協議会が実施する地域福祉コーディネーターとも連携し実施した。 

 (７) 食事サービス 

独自事業として実施している食事サービスは、泉苑の夕食時の見守り配食サービス泉

湧夕ごはん 2，196 食（前年度 3，855 食）・通所介護利用者の夕食持ち帰り 2,043 食（前

年度 2,442 食）を提供。あさひ苑では昼食時の見守り配食サービス 3,182 食（前年度 3,491

食）・通所介護利用者への夕食持ち帰りサービス 2,599 食（前年度 2,578 食）を提供するこ

とができた。緑苑は昼食会を昨年度月・火・木・金曜日の 4 曜日の実施で進めてきたが、

地域の皆さんの協力を得て、日曜日から土曜日まで毎日開催することができた。緑苑で自

主 G、安心シニア塾等の活動がある日とそれ以外の日では利用者数に若干の差はあるも

のの、見守りボランティア等の協力を得ながら合計 2,137 食（前年度 1,131 食）を提供する

ことができた。また、昼食会に参加される前の時間を活用し、ランチサロン「たべてみ～な」

を開催。隔月ではあるが、様々な専門職の話とそれにまつわる「食」の話を盛り込み、お昼

の献立に反映していった。毎回 20 名以上の参加があり、次年度にもつなげていきたい。

府中地区の地域への食の提供は合計 12,157 食（前年度 13,497 食）。昨年度と比較し緑

苑の昼食会は約 1000 食増えているが、泉苑・あさひ苑の配食サービス及びデイ持ち帰り

食は減少もしくは現状維持にとどまっている。緑苑の昼食会の利用増加は「そこに行く楽

しみ・そこでなじみの方に会えるうれしさ」が伴って「居場所」となっている。地域高齢者へ

の食支援は重要であるが、民間の配食業者も進出してきており、泉苑・あさひ苑に関して

は今後の展開について考えるべき時期が来ているものと思われる。地域の高齢者の食事

を守っていくためにも食の提供の新たな形態を積極的に検討していきたい。 

岩本町ほほえみプラザでは、通所介護利用者の夕食持ち帰りサービスは登録者数 48

件、2,450 食の利用となった。昨年度より登録総数 10 件増、独居高齢者やのみ世帯高齢

者が増えてきている。昨年度 8 月より再開した昼食会は 4 月から 6 月は、月 2 回から開

催し、7 月以降は月 3 回の開催とした延べ 188 食の提供となった。参加者が固定化して

いる傾向があり、利用者数増とともに今後の検討課題となっている。 
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